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法量は全高 190.0cm。基壇部下段の部材は、高さ 49.0㎝、幅 66.0㎝、同




































































































































下段部材の２つの側面（Ｂ・Ｄ面）の上部に、縦 3.3 ～ 6.0㎝、横 5.1 ～ 7.5

























































































































































































面径 36.0 面厚 8.3 肩厚 7.8
撞座区径（外） 19.6 撞座区径（内） 17.1 蓮華座径 14.2
外区径（内） 7.2 凸帯幅  2.5 
耳幅（向かって右） 3.3 耳幅（向かって左） 3.5
耳高（向かって右） 2.6 耳高（向かって左） 2.4
耳厚（向かって右） 1.8 耳厚（向かって左） 1.8
孔径（向かって右） 1.1 孔径（向かって左） 1.1
〈裏面〉
面径 36.8 孔径 28.0
凸帯幅 0.9 凸帯厚 0.8 外区幅 2.5
〈鉄鐶〉

































































































































































































































３）李殷昌「天原大坪里寺址の石塔材」『考古美術』第 9 巻第 3 号　1968 年。
坪井良平「韓国における銭弘俶八万四千塔型式の石造品」『史迹と美術』








Ａ面　月光王本生図（「月光王施頭品」『賢愚経』巻 6　大正 202. 
vol.4,387b-390b）。　
Ｂ面　薩埵太子本生図（捨身飼虎「捨身品」『金光明経』）。






























同「初期宝篋印塔と律宗」『戒律文化』第 4 号　2006 年。
14）註１）文献。
吉河功『石造宝篋印塔の成立』第一書房　2000 年。
山川均『中世石造物の研究――石工・民衆・聖――』日本史史料研究会
2008 年など。
15）京都府教育庁指導部文化財保護課編『重要文化財宝篋印塔（鶴の塔）修
理工事報告書』京都府教育委員会　1983 年。
16）日本石造物辞典編集委員会編『日本石造物辞典』（吉川弘文館、2012 年）
の各項。以下、日本国内の事例については同書を参照した。また狭川真
一・松井一明編『中世石塔の考古学――五輪塔・宝篋印塔の形式・編年
と分布――』（高志書院、2012 年）も大いに参考となった。
17）佐藤亜聖「中国宝篋印塔の編年について」『中日石造物の技術的交流に
関する基礎的研究――宝篋印塔を中心に――』シルクロード学研究セン
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ター研究紀要 vol.27　2007 年。
18）各部の名称は、註１）文献の凡例に掲載された「中国石造宝篋印塔の各
部名称」に依った。
19）大塚紀弘「宝篋印塔源流考――図像の伝来と受容をめぐって――」『日
本仏教綜合研究』10　2012 年。
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図版１　東国大学校博物館宝篋印塔　Ａ面
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図版２　東国大学校博物館宝篋印塔　Ｂ面
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図版３　東国大学校博物館宝篋印塔　Ｃ面
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図版４　東国大学校博物館宝篋印塔　Ｄ面
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図版５　塔身部　Ａ面
図版６　塔身部　Ｂ面
三〇
大正大學研究紀要
　
第九十九輯
254
図版７　塔身部　Ｃ面
図版８　塔身部　Ｄ面
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図版９　隅飾り　Ａ面
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図版 11　隅飾り　Ｃ面
図版 12　隅飾り　Ｄ面
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図版 13　塔身部　拓本
図版 14　隅飾り　拓本
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図版 15　台石（上１、下２）と屋蓋部
図版 16　金鼓（左上：表、左下：表部分、右上：裏、右下：側面）
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図版 17　大坪里寺址　遠景（中央奥の方形の畑）
図版 18　大坪里寺址からの眺望
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